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開
設
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご

高
覧
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
午
後
に
は
、
交
代
で
役
員

を
当
番
に
割
り
当
て
て
い
ま
す
。

何
か
あ
れ
ば
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
支
部
協
独
自
の
慶
弔
制
度
も

設
け
て
お
り
、
金
婚
・
白
寿
の
お

祝
い
や
、
本
人
死
亡
・
配
偶
者
死

亡
の
時
に
役
員
が
お
届
け
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
退
職
者
の
会
は
「
平
和

を
継
承
す
る
」
と
い
う
大
き
な
役

割
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
も
若
者

も
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
、会
員
の
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
、努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
八
年
が
会
員
・
ご
家
族

の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
き
年
に

な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、

年
頭
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
し
ま

す
。

め
に
も
自
然
災
害
等
の
電
通
共
済

生
協
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

今
、
学
費
の
高
騰
と
家
計
収
入

の
減
少
で
大
学
生
の
二
人
に
一
人

が
奨
学
金
に
頼
ら
な
け
れ
ば
進
学

で
き
ず
、
卒
業
と
同
時
に
数
百
万

円
の
借
金
を
背
負
っ
て
社
会
に
出

て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
多
く
の
若
者
が
返
済
の

負
担
に
苦
し
み
、
結
婚
や
出
産
、

子
育
て
に
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
供
の
奨
学
金
返
済

の
肩
代
わ
り
に
老
後
の
生
活
費
を

失
う
親
も
増
え
て
お
り
、
世
代
を

超
え
た
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
拡
充

や
、
無
利
子
奨
学
金
制
度
の
導
入

等
教
育
費
負
担
の
軽
減
に
向
け

て
、
連
合
等
関
連
組
織
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

会
と
会
員
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
円
滑
に
す
る
た
め
、
通
信
の
他

に
県
支
部
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

　

自
然
界
も
大
き
な
地
震
こ
そ
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
台
風
が
六

度
も
本
土
に
襲
来
し
ま
し
た
。
そ

れ
も
偶
然
で
し
ょ
う
が
、
ほ
と
ん

ど
土
・
日
に
嵐
に
見
舞
わ
れ
る
と

い
う
状
況
で
し
た
。

　

高
知
県
へ
も
18
号
・
21
号
・
23

号
が
上
陸
あ
る
い
は
接
近
し
、
会

員
の
中
に
は
屋
根
瓦
が
飛
ん
だ

り
、
家
屋
が
破
損
し
た
り
の
被
害

が
続
出
し
、
支
部
協
が
問
い
合
わ

せ
に
対
応
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
災
害
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
他
人
ご
と
で
は

な
い
の
で
す
。
電
通
共
済
生
協
の

有
難
さ
は
、
災
害
が
起
き
た
時
に

実
感
し
ま
す
。
自
助
・
共
助
の
た

ま
た
民
進
党
か
ら
分
か
れ
た
立
憲

民
主
党
の
比
例
代
表
で
「
武
内
則

男
」氏
が
議
席
を
確
保
し
ま
し
た
。

野
党
の
国
会
議
員
が
一
人
も
い
な

か
っ
た
高
知
県
に
二
名
の
国
会
議

員
を
送
り
出
し
た
こ
と
は
、
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
今
後
の
活

躍
に
期
待
し
ま
す
。
ご
支
援
・
ご

協
力
を
頂
い
た
役
員
・
会
員
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年

夏
に
は
参
議
院
選
挙
が
あ
り
ま

す
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
組
織
内
の
「
吉

川
さ
お
り
」
議
員
の
三
期
目
必
勝

に
向
け
全
力
で
取
り
組
み
、
自
民

党
の
一
党
独
裁
を
許
さ
な
い
体
制

づ
く
り
に
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
会
員

各
位
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
は
、
政
界
・
官
界
・
自
然

界
に
大
き
な
出
来
事
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。安
倍
首
相
が
絡
む
、

森
友
学
園
・
加
計
学
園
の
問
題
。

国
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
論
議
さ
れ

る
も
、一
向
に
埒
が
あ
き
ま
せ
ん
。

安
倍
首
相
は
、
わ
か
る
よ
う
に
丁

寧
に
説
明
す
る
と
い
い
な
が
ら
、

ど
れ
ほ
ど
の
国
民
が
理
解
で
き
た

で
し
ょ
う
か
。行
政
が
ゆ
が
め
ら
れ
、

忖
度
政
治
の
温
床
に
な
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
は
払
拭

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

行
政
に
よ
っ
て
国
民
の
税
金
が

無
駄
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
、
到
底

許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
国
民

の
代
表
で
あ
る
国
会
で
、
き
っ
ち

り
と
突
き
詰
め
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
安
倍
首
相

は
九
月
末
の
臨
時
国
会
開
催
冒
頭

に
解
散
す
る
と
い
う
暴
挙
に
出
ま

し
た
。
総
選
挙
は
、
直
前
に
希
望

の
党
の
出
現
や
民
進
党
の
分
裂

で
、
有
権
者
が
戸
惑
う
状
況
と
な

り
、
結
果
は
自
民
党
の
圧
勝
に
終

わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
知
県

で
は
無
所
属
で
出
馬
し
た
二
区
の

「
広
田　

一
」
氏
が
自
民
党
の
牙

城
を
崩
し
、見
事
当
選
を
果
た
し
、

　

私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
関
わ

る
医
療
・
年
金
・
介
護
・
税
制
な

ど
の
社
会
保
障
制
度
等
は
政
治
の

場
で
決
め
ら
れ
ま
す
。『
政
治
は

私
た
ち
の
働
き
方
や
く
ら
し
と
直

結
し
て
お
り
、「
政
治
に
無
関
心

で
い
て
も
、
決
し
て
無
関
係
で
は

い
ら
れ
な
い
」
政
治
を
変
え
る
の

は
有
権
者
の
投
票
行
動
で
あ
る
』

こ
と
を
お
互
い
に
認
識
す
る
こ
と
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
も
退
職
者
の
会

へ
の
加
入
活
動
等
に
対
し
、
精
一

杯
努
力
し
て
い
く
と
と
も
に
「
て

い
ね
い
な
組
織
運
営
」を
基
本
に
、

諸
活
動
の
推
進
に
向
け
、
二
人
三

脚
で
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
お
約

束
し
年
頭
の
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

ご
家
族
の
皆
様
の
ご
協
力
に
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
衷
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
来
夏
に
予
定
さ
れ
る

第
二
十
五
回
参
議
院
議
員
選
挙
や

来
春
の
第
十
九
回
統
一
地
方
自
治

体
選
挙
へ
の
準
備
の
年
と
な
り
ま

す
。
組
織
内
候
補「
吉
川
さ
お
り
」

君
の
三
期
目
の
当
選
に
向
け
、
ま

た
私
た
ち
の
政
策
議
員
団
の
一
員

で
も
あ
る
「
前
田
つ
よ
し
」
高
知

県
議
会
議
員
と
、
最
も
身
近
な
代

表
で
あ
る
「
近
藤
つ
よ
し
」
高
知

市
議
会
議
員
選
挙
で
の
必
勝
に
向

け
、
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
と
し
て
も

全
力
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

す
。
以
降
の
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

十
一
年
ぶ
り
に
自
民
党
候
補
を
、

無
所
属
で
立
候
補
し
た
「
広
田　

一
」
氏
が
破
り
、
ま
た
、
四
国
比

例
に
お
い
て
元
参
議
院
議
員
の

「
武
内
則
男
」
氏
が
立
憲
民
主
党

か
ら
立
候
補
し
、
と
も
に
初
陣
を

飾
り
ま
し
た
。
高
知
県
か
ら
二
名

の
野
党
国
会
議
員
が
誕
生
し
た
こ

と
に
、大
変
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
非
常
に
厳
し
い
状
況

の
中
で
、「
現
・
退
一
致
」
を
合

言
葉
に
組
織
の
総
力
を
あ
げ
た
取

り
組
み
の
結
果
だ
と
認
識
し
ま

す
。退
職
者
の
会
会
員
の
皆
様
や
、

　

退
職
者
の
会
会
員
の
皆
様
ま
た
、

そ
の
ご
家
族
の
皆
様
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
秋
、
大
義
な
い
突
然
の

解
散
に
よ
り
十
月
十
日
公
示
、
二

十
二
日
投
開
票
で
行
わ
れ
た
第
四

十
八
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い

て
は
、
高
知
県
の
小
選
挙
区
で
二

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
高
知
県
支
部
協
議
会　

会
長

國
弘　
　

昭

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
高
知
県
支
部
協
議
会　

会
長

國
弘　
　

昭

平
和
を
継
承
し
よ
う

平
和
を
継
承
し
よ
う

新春のお慶びを
　　　 申し上げます

二
〇
一
八
年
　
年
頭
ご
挨
拶

二
〇
一
八
年
　
年
頭
ご
挨
拶

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高
知
県

グ
ル
ー
プ
連
絡
会
会
長

山
岡　

千
佳

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高
知
県

グ
ル
ー
プ
連
絡
会
会
長

山
岡　

千
佳

現
・
退
一
致
、
二
人
三
脚
で

現
・
退
一
致
、
二
人
三
脚
で
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が
あ
っ
た
。

　

つ
づ
い
て
、
連
合
高
知
は
じ

め
多
く
の
来
賓
の
挨
拶
を
う

け
た
。

　

そ
の
あ
と
議
案
の
審
議
に
入

り
、
二
〇
一
七
年
度
方
針
案
、

予
算
案
な
ど
全
て
が
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
恒
例
の
懇
親

会
が
開
か
れ
、
全
日
程
を
和
気

あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
な
か
終

了
し
た
。　
　
　

 〈
三
宮
正
博
〉

し
た
が
、
全
国
的
に
は
、
自
民

党
が
単
独
過
半
数
を
獲
得
し
、

改
憲
勢
力
が
三
分
の
二
を
占
め

る
結
果
と
な
っ
た
。

　

政
治
の
流
れ
を
国
民
の
も
の

と
す
る
た
め
、
二
〇
一
九
年
の

夏
予
定
の
参
議
院
選
挙
で
は
、

組
織
内
候
補
「
吉
川
さ
お
り
」

三
選
に
向
け
た
活
動
の
強
化
が

必
要
だ
。

　

高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
年
金
の
減
額
、
医
療
費
・

介
護
費
引
き
上
げ
な
ど
、
生
活

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
社
会

保
障
制
度
が
安
定
し
、
誰
も
が

心
豊
か
で
生
き
生
き
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
求
め
、
運

動
に
取
り
組
も
う
。』
と
挨
拶

す
る
と
い
う
暴
挙
に
出
た
。
こ

れ
は
森
友
・
加
計
学
園
問
題
の

幕
引
き
を
図
ろ
う
と
す
る
大
義

名
分
の
無
い
国
民
軽
視
の
解
散

で
あ
る
。一
方
野
党
が
分
散
し
、

有
権
者
に
分
か
り
づ
ら
い
選
挙

戦
と
な
っ
た
。

　

高
知
二
区
で
は
、
広
田
一
候

補
が
自
民
党
の
牙
城
を
崩
し
当

選
、
比
例
代
表
は
、
立
憲
民
主

党
の
武
内
則
男
候
補
が
議
席
を

獲
得
し
た
が
、
高
知
一
区
は
大

石
宗
候
補
は
健
闘
し
た
が
強
力

な
地
盤
を
崩
せ
な
か
っ
た
。

　

組
織
内
候
補
の
田
島
か
な
め
、

岡
本
あ
き
子
と
準
組
織
内
候
補

の
や
ま
の
い
和
則
及
び
重
点
候

補
十
三
人
全
員
が
当
選
を
果
た

　

第
十
九
回
高
知
県
支
部
協
総

会
が
十
月
二
十
四
日
（
火
）、

五
十
四
人
が
参
加
し
て
三
翠
園

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
國
弘
会
長
か
ら
衆
議
院

選
挙
に
ふ
れ
、『
安
倍
首
相
は

所
信
表
明
も
せ
ず
、
新
閣
僚
の

答
弁
機
会
も
な
し
で
冒
頭
解
散

め
一
日
目
は
終
了
。

　

二
日
目
は
九
時
前
に
開
会
し

「
衆
院
選
総
括
等
に
向
け
て
」①

経
過
②
中
央
協
の
取
組
み
③
結

果
④
受
け
止
め
⑤
民
進
党
分
裂

へ
の
各
支
部
協
総
会
で
の
主
な

意
見
⑥
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

川
辺
事
務
局
長
よ
り
提
案
。
数

多
く
の
支
部
協
よ
り
苦
渋
・
苦

難
に
満
ち
た
意
見
が
出
さ
れ
、

現
在
Ｎ
労
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
現
職
と
退
職
者
の
意
識
調
査
」

結
果
な
ど
も
踏
ま
え
、
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
の
場
で
さ
ら
に
議
論
を

深
め
総
括
を
す
る
こ
と
を
確
認

し
代
表
者
会
議
を
閉
会
し
た
。

〈
弘
田
和
幸
〉

全
力
を
尽
く
す
」
旨
の
挨
拶
。

引
き
続
き
、
吉
川
さ
お
り
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
労
組
安
藤
副
委
員
長
、
福

祉
事
業
体
を
代
表
し
て
電
通
共

済
高
田
専
務
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
を
受
け
た
。

　

つ
づ
い
て
川
辺
事
務
局
長
が

「
二
〇
一
七
年
度
活
動
方
針
の

具
体
化
」
他
六
項
目
に
つ
い
て

提
案
、
数
人
か
ら
の
補
強
意
見

を
含
め
提
案
ど
お
り
に
決
定
。

以
後
、
懇
親
会
に
移
行
し
大
い

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

を
ど
う
す
る
か
が
最
大
の
問
題

で
結
論
は
見
通
せ
な
い
状
況
だ

が
で
き
る
だ
け
早
く
、
最
大
限

多
く
の
結
集
を
図
れ
る
方
向
で

　

十
一
月
三
十
日
（
木
）
か
ら

十
二
月
一
日（
金
）全
電
通
ホ
ー

ル
で
拡
大
支
部
協
代
表
者
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。　

　

先
ず
、
佐
々
木
副
会
長
を
座

長
に
開
会
、
石
原
会
長
よ
り
先

の
衆
院
選
を
踏
ま
え
「
目
ま
ぐ

る
し
く
情
勢
が
変
化
す
る
中
で

意
思
統
一
も
不
十
分
な
ま
ま
の

戦
い
で
あ
っ
た
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

重
点
候
補
十
六
人
に
つ
い
て
は

比
例
復
活
も
含
め
て
、
何
と
か

全
員
当
選
を
果
た
し
た
。
今
後

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会

　
　

高
知
県
支
部
協
議
会
役
員
等
一
同

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会

　
　

高
知
県
支
部
協
議
会
役
員
等
一
同

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

安
心・信
頼
、生
き
が
い
あ
ふ
れ
る

　
　
21
世
紀
の
実
現
を
目
指
し
、共
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頑
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う
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高
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会
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（
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Ｔ
労
組
政
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議
員
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高
知
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

組
織
内
議
員
団

　
高
知
県
議
会
議
員
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
政
策
議
員
）

衆
院
選
総
括
に
苦
渋
の
意
見

衆
院
選
総
括
に
苦
渋
の
意
見

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
更
な
る
深
化
を

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
更
な
る
深
化
を

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
更
な
る
深
化
を

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
更
な
る
深
化
を

第
十
九
回
総
会
開
催

心
豊
か
で
安
心
社
会
を

心
豊
か
で
安
心
社
会
を

県支部協
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八
坂
観
光
の
運
転
手
さ
ん
・

ガ
イ
ド
さ
ん
・
添
乗
員
さ
ん
に

感
謝
し
つ
つ
、
全
員
無
事
に
楽

し
い
親
睦
旅
行
を
終
え
ま
し
た
。

　

来
年
も
多
く
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。　

 　
〈
三
宮
正
博
〉

憩
、噴
煙
を
上
げ
る
箱
根
の「
大

涌
谷
」
な
ど
を
周
り
、
二
日
目

の
宿
泊
地
、
箱
根
湯
本
温
泉

「
ホ
テ
ル
お
か
だ
」
へ
。

　

最
終
日
は
、
鎌
倉
の
シ
ン
ボ

ル
、
長
谷
の
大
仏
様
で
有
名
な

「
高
徳
院
・
鎌
倉
大
仏
」、
鎌
倉

幕
府
ゆ
か
り
の
地
「
鶴
岡
八
幡

宮
」
を
参
拝
、
横
浜
中
華
街
で

昼
食
、
そ
し
て
横
浜
マ
リ
ン
タ

ワ
ー
・
山
下
公
園
周
辺
で
自
由

散
策
を
楽
し
み
、
帰
路
羽
田
空

港
へ
。

動
、
つ
づ
き
バ
ス
の
窓
か
ら
朝

霧
高
原
・
本
栖
湖
・
精
進
湖
を

垣
間
見
た
あ
と
、
青
木
ヶ
原
樹

海
に
囲
ま
れ
た
洞
窟
「
富
岳
風

穴
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
富
士
山
の
絶
景
を

車
窓
か
ら
眺
め
て
い
る
間
に
川

口
湖
畔
に
立
つ
「
富
士
レ
ー
ク

サ
イ
ド
」
へ
。
ホ
テ
ル
内
の
温

泉
に
ゆ
っ
く
り
と
浸
か
り
、
お

楽
し
み
の
夕
食
懇
親
会
、
旅
の

疲
れ
も
何
の
そ
の
、
盃
を
酌
み

交
わ
し
カ
ラ
オ
ケ
に
興
じ
る
な

ど
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
、
メ
イ
ン
の
富
士

山
五
合
目
散
策
、
寒
さ
も
程
々

雄
大
な
富
士
山
の
景
観
を
楽
し

ん
だ
。
ガ
イ
ド
さ
ん
は
「
富
士

山
の
天
候
は
変
わ
り
や
す
い
の

で
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
逃

さ
ず
、
五
合
目
は
零
下
で
私
も

今
年
初
体
験…

」
と
話
し
て
い

ま
し
た
が
、上
に
着
く
と
快
晴
、

気
温
六
度
。
ば
つ
が
悪
い
の
か

苦
笑
い
。

　

五
合
目
を
後
に
し
て
、
富
士

浅
間
神
社
を
参
拝
、
富
士
の
伏

流
水
が
湧
く
「
忍
野
八
海
」
に

立
ち
寄
り
、
山
中
湖
畔
で
甲
州

名
物
の
ほ
う
と
う
で
昼
食
休

　

十
月
三
十
一
日
（
火
）
か
ら

十
一
月
二
日
（
木
）（
二
泊
三

日
）、
恒
例
の
Ｏ
Ｂ
親
睦
旅
行

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職

者
の
会
が
担
当
、
電
友
会
と
連

携
し
て
旅
行
先
等
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
た
結
果
、「
世
界
遺

産
富
士
山
絶
景
め
ぐ
り
」
と
題

し
て
実
施
、
三
十
八
人
の
会
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
初
台
風
二
十
二
号
の
接
近

に
よ
り
、
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
た

が
、
出
発
日
は
快
晴
、
高
知
空

港
を
フ
ラ
イ
ト
し
て
羽
田
空
港

に
無
事
到
着
、
早
々
チ
ャ
ー
タ
ー

バ
ス
に
乗
換
え
、
一
日
目
の
目

的
地
「
白
糸
の
滝
」
へ
白
い
絹

糸
の
よ
う
に
流
れ
る
滝
に
感

比
例
四
国
で
の
立
憲
民
主
党
武

内
則
男
氏
の
勝
利
を
勝
ち
取
っ

た
。
こ
れ
を
今
後
の
糧
に
安
倍

政
権
と
対
峙
し
て
い
こ
う
」
と

訴
え
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
経
過
報
告
を
承
認

し
議
事
に
移
行
。
次
年
度
活
動

方
針
等
が
提
案
さ
れ
二
人
の
代

議
員
か
ら
の
①
女
性
参
加
②
沖

縄
カ
ン
パ
等
の
意
見
を
補
強
と

し
て
原
案
通
り
決
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
役
員
の
選
出
に…

会
長

に
國
弘
昭
氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退

　

高
知
県
退
職
者
連
合
第
二
十

五
回
定
期
総
会
が
十
一
月
九
日

（
木
）
午
後
二
時
か
ら
高
知
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

先
ず
、
横
山
副
会
長
の
挨
拶

で
開
会
し
資
格
審
査
・
議
長
選

出
・
書
記
任
命
に
続
き
会
長
挨

拶
に
。
北
村
会
長
は
引
退
表
明

と
新
体
制
へ
の
協
力
依
頼
と
共

に
先
の
衆
院
選
結
果
に
言
及
、

「
全
国
的
に
は
自
民
の
圧
勝
を

許
し
た
が
高
知
に
お
い
て
は
無

所
属
の
高
知
二
区
広
田
一
氏
と

職
者
の
会
）
事
務
局
長
に
岡
林

寛
仁
氏
（
高
知
市
職
員
退
職
者

会
）
他
十
二
人
の
役
員
が
満
場

一
致
で
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

北
村
前
会
長
は
新
た
に
新
設
さ

れ
た
顧
問
に
就
任
し
た
。
國
弘

新
会
長
の
威
勢
の
い
い
「
ガ
ン

バ
ロ
ウ
コ
ー
ル
」
で
総
会
は
無

事
閉
会
し
た
。

　

こ
の
後
「
や
さ
し
い
介
護
保

険
の
は
な
し
」
で
介
護
の
認
識

を
深
め
懇
親
会
に
移
行
、
互
い

に
親
睦
を
深
め
た
。〈

弘
田
和
幸
〉

ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会

〒780－0841
高知市帯屋町2－5－11
☎088－821－3800

FAX 088－873－3313
URL http://nttobkochi.sakura.ne.jp
E－mail taisyoku－kochi@air. ocn. ne. jp

〔事務局常駐日〕毎週月～金曜日の13時～16時の間

きらら保険サービス株式会社

労　連　共　済　本　部

○がん保険
○介護保険

○年金共済《ひろがり》
○こども養育共済

○退職者共済
○退職者生命共済《あいあい》
○退職者生命共済
　《あいあい50》
○医療特約

○疾病共済

●お客様コンタクトセンター
　電　話　０１２０－５９０－２５１
　受付時間　９：００～18：００（平日）
　　　　　９：００～１７：００（土曜）
　　　　　　　※日・祝日は除く

電　話　０３－５２９７－６１７１
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０３－５２９７－６１７３
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８８３－６５２
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く

㈱テルウェル・
ライフアシスト

【ＮＴＴ労組関係の方】
㈱テルウェル・ライフアシスト

【情報労連関係の方】
ＡＩＧエジソン生命

○火  災  共  済（すまいる）
○自然災害共済（おまかせ）
○生  命  共  済（ささえ愛）
○交通災害共済（しぐなる）

○マイカー共済
○車両共済
○自賠責共済

●電通共済生協コールセンター
　電　話　０１２０－２１１－１１４
　受付時間　９：００～１7：３０
　　　　　　　※土・日・祝日は除く

●マイカー共済コールセンター
　電　話　０１２０－３０９－０２８
●自賠責共済専用ダイヤル
　電　話　０１２０－３０９－０４８
　受付時間　９：００～１７：３０
　　　　　　　※土・日・祝日は除く

電　通　共　済　生　協

○情報労連の職場を退職し、退職組合員
　のみに加入された方の各種共済
○まもるくん

電　話　０１２０－１４１－１７５
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く

ユアサポート株式会社

自転車事故（自損も含む）も警察の事故証明を
とれない場合は、目撃証明を！

（但し、祝・祭日、年末年始・盆休み、当会の行事日は閉鎖します）

退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先

10
月
31
日（
火
）〜
11
月
2
日（
木
）

10
月
31
日（
火
）〜
11
月
2
日（
木
）

「
世
界
文
化
遺
産
」富
士
山
の
絶
景
め
ぐ
り
と

　
　
　
　
箱
根
・
鎌
倉
・
横
浜
の
ゆ
っ
た
り
旅

「
世
界
文
化
遺
産
」富
士
山
の
絶
景
め
ぐ
り
と

　
　
　
　
箱
根
・
鎌
倉
・
横
浜
の
ゆ
っ
た
り
旅

NTT-OB
親睦旅行
NTT-OB
親睦旅行

國
弘
新
体
制

國
弘
新
体
制
が
始
動

高
退
連
第
25
回
総
会

高
退
連
第
25
回
総
会

國
弘
新
体
制
が
始
動
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会
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
す
る
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
さ

れ
た
。

　

続
い
て
、
現
職
組
織
を
代
表

し
て
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
の
森
下

事
務
局
長
か
ら
、
日
頃
の
協
力

の
御
礼
と
衆
議
院
選
挙
の
協
力

要
請
の
あ
い
さ
つ
、
お
よ
び
交

流
会
に
参
加
い
た
だ
い
た
大
石

候
補
か
ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
、
交
流
会
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
酒
豪
の
集
ま
り

か…

、お
酒
が
す
す
む
に
つ
れ
、

心
配
事
の
台
風
は
ど
こ
吹
く
風
。

年
な
ど
忘
れ
去
り
、
気
分
は
現

職
に
帰
り
、
当
時
の
思
い
出
や

近
況
を
話
し
合
い
、
酒
を
豪
快

に
飲
み
干
す
。
目
の
前
の
光
景

に
唖
然
と
し
た
幹
事
役
は
、台
風

よ
り
予
算
を
心
配
す
る
羽
目
に
。

　

閉
会
に
あ
た
り
、
司
会
の
足

達
さ
ん
が
、
台
風
に
注
意
し
寄

り
道
を
せ
ず
、
帰
宅
す
る
よ
う

促
し
、
次
の
南
国
市
の
交
流
会

に
も
、
多
く
の
会
員
が
参
加
す

る
よ
う
呼
び
掛
け
て
、
楽
し
い

交
流
会
も
お
開
き
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
こ
れ
か
ら
が
、
呑
兵

衛
の
真
骨
頂
。
約
半
数
は
土
佐

山
田
町
の
ス
ナ
ッ
ク
に
誘
い
込

ま
れ
る
よ
う
に
入
っ
て
、
二
次

　

九
月
十
六
日（
土
）、
香
美
・

南
国
・
香
南
地
区
合
同
Ｏ
Ｂ
交

流
会
が
香
美
市
の
海
鮮
料
理

「
味
心
」
に
各
地
区
か
ら
会
員

二
十
四
人
が
集
ま
っ
た
。

　

当
日
は
台
風
が
接
近
し
、
危

ぶ
ま
れ
た
集
ま
り
も
参
加
者
・

主
催
者
の
酒
力
で
開
催
に
こ
ぎ

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
足
達
幹
事
の
司

会
で
始
ま
り
、
退
職
者
の
会
を

代
表
し
て
弘
田
事
務
局
長
が

「
衆
議
院
選
挙
は
、
国
民
を
無

視
し
た
強
引
な
政
治
を
す
す
め

る
安
倍
政
権
を
打
倒
し
、
政
治

の
流
れ
を
変
え
る
重
要
な
選
挙

で
あ
り
、
一
区
大
石
候
補
の
必

勝
を
は
じ
め
、
勝
利
に
向
け
た

ル
ー
プ
連
絡
会
よ
り
森
下
事
務

局
長
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の

会
國
弘
会
長
が
参
加
し
た
。
世

話
役
の
竹
田
順
一
さ
ん
よ
り
、

一
年
ぶ
り
の
再
会
に
大
い
に
親

睦
を
深
め
て
欲
し
い
と
の
挨
拶

が
あ
り
、
来
賓
の
二
人
よ
り
衆

議
院
選
挙
の
ご
協
力
に
対
す
る

お
礼
と
、
二
〇
一
九
年
夏
に
予

定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
選
挙
で

の
組
織
内
「
吉
川
さ
お
り
」
議

員
へ
の
支
援
の
要
請
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
懇
親
会
に
移
り
、「
ま

な
べ
」
自
慢
の
昼
食
御
膳
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
お
互
い
の

近
況
を
交
換
し
た
。
ま
た
、
今

回
参
加
は
で
き
な
か
っ
た
が
案

り
切
っ
て
に
ぎ
や
か
に
カ
ラ
オ

ケ
大
会
。
麗
子
さ
ん
の
楽
し
い

踊
り
等
で
ア
ッ
と
い
う
間
の
幸

せ
な
二
時
間
半
で
し
た
。
最
後

に
榔
子
の
湯
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん

に
集
合
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
っ

て
お
開
き
に
し
ま
し
た
。

　

お
開
き
の
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
で
お
元
気
で
す
か
訪
問

に
。
欠
席
さ
れ
た
傘
寿
の
三
人

に
は
少
額
の
お
祝
い
金
を
、
大

先
輩
の
小
松
さ
ん
、
津
田
美
佐

子
さ
ん
は
お
元
気
で
し
た
が
安

田
さ
ん
は
自
宅
で
転
ん
で
骨
折

さ
れ
て
入
院
、
今
は
自
宅
療
養

さ
れ
て
い
ま
す
。
早
く
良
く

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
大
先
輩
に

は
、
こ
れ
ま
た
少
額
の
商
品
券

を
持
っ
て
訪
問
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
越
智
夫
妻
へ
役
員
・

一
般
参
加
の
皆
様
へ
の
負
担
へ

の
お
気
遣
い
、
新
鮮
な
美
味
し

い
卵
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

〈
宿
毛
・
大
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
〉

　

十
一
月
十
八
日
（
土
）
十
二

時
か
ら
、
い
の
地
区
Ｏ
Ｂ
会
が

食
事
処
「
ま
な
べ
」
で
開
か
れ

た
。
い
の
町
各
地
域
か
ら
十
一

人
が
参
加
、
賑
や
か
な
集
ま
り

に
な
っ
た
。

　

来
賓
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
グ

は
毎
年
順
調
に
増
え
て
い
き
ま

す
」
と
ご
挨
拶
。
お
二
人
か
ら

お
祝
金
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
越
智
さ
ん
か
ら
お
二

人
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
。
高
知
新
聞

に
毎
週
木
曜
日
に
載
っ
て
い
る

「
お
じ
さ
ん
図
鑑
・
お
ば
さ
ん

事
典
」
の
「
お
ば
さ
ん
事
典
」

（
小
川
由
里
著
）
一
冊
を
じ
ゃ

ん
け
ん
で
負
け
た
方
が
貰
え
る

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
負
け
た
の
は
朝

比
奈
さ
ん
で
し
た
。
二
人
と
も

お
元
気
で
、
は
つ
ら
つ
と
傘
寿

と
は
信
じ
が
た
い
若
さ
で
、
後

に
続
く
後
輩
と
し
て
は
、
と
て

も
励
み
に
思
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
会
長
挨
拶
、

恒
例
の
祝
吟
は
七
福
神
も
皆

笑
っ
て
い
る
と
い
う
「
宝
船
」

を
吟
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
料
理
の
冷
め
な
い
う
ち
に

と
お
し
ゃ
べ
り
ラ
ン
チ
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。予
算
の
関
係
で
、

お
酒
の
匂
い
も
な
く
、
男
性
陣

に
は
さ
み
し
か
っ
た
こ
と
と
心

が
痛
み
ま
し
た
が
、
一
室
を
借

会
で
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で
、

全
員
無
事
で
帰
宅
し
た
の
か…

。

〈
三
宮
正
博
〉

　

九
月
二
十
九
日（
金
）、
傘
寿

の
お
祝
い
と
大
先
輩
の
方
々
を

交
え
て
の
大
先
輩
お
し
ゃ
べ
り

ラ
ン
チ
会
を
「
榔
子
の
湯
」
で

行
い
ま
し
た
。
爽
や
か
な
お
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
傘
寿
の
方
二

人
、
大
先
輩
六
人
、
役
員
・
一

般
会
員
十
二
人
の
合
計
二
十
人

が
参
加
、
い
つ
も
に
も
増
し
て
、

に
ぎ
や
か
に
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

新
し
く
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
た

方
は
山
下
浩
子
さ
ん
、
所
谷
慈

美
さ
ん
、
吉
良
る
み
子
さ
ん
、

布
勢
津
子
さ
ん
、
朝
比
奈
光

子
さ
ん
の
五
人
で
す
。
残
念
な

が
ら
山
下
、
吉
良
、
布
さ
ん
の

三
人
は
書
道
教
室
、
体
調
不
良

等
の
諸
々
の
理
由
で
欠
席
と
な

り
ま
し
た
。

　

司
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の

二
人
、
ま
ず
は
傘
寿
の
二
人
の

紹
介
。
所
谷
さ
ん
「
い
つ
の
間

に
か
こ
の
歳
に
な
り
、
歳
は
頭

に
も
体
に
も
ゆ
う
て
き
ま
す

が
、
も
う
十
年
九
十
才
ま
で
は

元
気
に
生
き
て
い
き
ま
す
」。

朝
比
奈
さ
ん
「
体
重
と
歳
だ
け

内
状
の
返
信
で
、
会
員
の
近
況

状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
元
気
な

人
も
お
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
医

療
機
関
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
方
も
お
り
、
来
年
は
再
会
で

き
る
こ
と
を
願
っ
た
事
で
あ
っ

た
。　
　
　
　
　

 〈
國
弘　

昭
〉

　昨年の第48回衆議院議員選挙では、退職者の会の皆さまの絶大なるご協力・
ご支援頂き、大変ありがとうございました。また、昨年の NTT 労組定期全国
大会で吉川さおりが2019年７月の第25回参議院議員選挙において組織内議
員として３期目に挑戦することが決定し、戦う決意を満場一致で確認しまし
た。私たち勤労者・生活者・納税者のための政治・生活を取り戻すため、皆
さまのご支援、ご協力をお願いします。また、日常から家族の皆さまを含め、
親戚・友人・知人に対して「吉川さおり」に対する一声の行動と政治の大切
さを伝えてくださるよう切にお願いするものであります。
　昨年も各地区の退職者の会へ参加させて頂き、会員の皆さまに、NTT労組
の高知での現状やNTT西日本グループの経営状態や現在の事業運営状況を報
告し、会員の皆さまと情報共有しつつ、近況など歓談し交流を深めてきました。
　今年も、退職者の会の皆さまと親睦を深めさせて頂ければ幸いです。

〈事務局次長（N労現職）　森下和由〉

喜 哀怒 楽 第34回

またおじゃまします

地
域
だ
よ
り

地
域
だ
よ
り

香
美・南
国・香
南
地
区

合
同
OB
交
流
会

香
美・南
国・香
南
地
区

合
同
OB
交
流
会

台
風
も
酒
力
で
開
催

台
風
も
酒
力
で
開
催

宿
毛・大
月
大
先
輩

お
し
ゃ
べ
り
ラ
ン
チ
会

宿
毛・大
月
大
先
輩

お
し
ゃ
べ
り
ラ
ン
チ
会

カ
ラ
オ
ケ
と
踊
り
で
に
ぎ
や
か
に

カ
ラ
オ
ケ
と
踊
り
で
に
ぎ
や
か
に

今
年
も
ま
な
べ
で

今
年
も
ま
な
べ
で

い
の
地
区
OB
会

い
の
地
区
OB
会
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　今年も確定申告が近づいてきました。本年度の相談会は、以下の日程で
開催されます。
　相談内容は、2017 年中（2017 年１月１日から 2017 年 12月 31日）に
退職金を受け取った方、年金受給者及び医療費控除を受ける方。
　但し 譲渡所得、事業所得、株式の配当控除 について申告は、
受け付けておりません。

須崎地区　2018年 2月 1日（木）9 時 30分～ 16時
　会場：四国ろうきん須崎支店２階　　定員：30名

安芸地区　2018年 2月 2日（金）9 時 30分～ 16時
　会場：四国ろうきん安芸支店２階　　定員：30名

南国地区　2018年 2月 5日（月）9 時 30分～ 15時
　会場：四国ろうきん南国支店２階　　定員：30名

高知地区　2018年2月6日（火）～2月７日（水）9時30分～16時
　会場：高知会館３階　飛鳥　　　　　定員：60名（両日とも）

受付時間　9：00～17：00

各会場の日程と定員

2018 年 1月 11日（木）～１月 17日（水）

高知県労働者福祉協議会
☎ 088ー824ー3583 / 088ー824ー5533

お間違えないようにお願いします。

予約制です。必ず事前に電話でのご予約をお願いします。

2017年度 2017年度 

予約受付期間

予約受付窓口

確定申告無料相談会が
始まります！
確定申告無料相談会が
始まります！

古　

沢　

啓　

子 

様

山　

中　

和　

夫 

様

大　

塚　

一　

憲 

様

☆
古
希
（
16
件
）

９
月　

佐
々
木　

清　

人 

様

宮　

崎　
　
　

毅 

様

西　

田　

正　

一 

様

竹　

田　

順　

一 

様

戸　

梶　

チ　

エ 

様

池　

田　

進　

輔 

様

10
月　

三　

吉　
　
　

守 

様

11
月　

植　

田　
　
　

英 

様

田　

中　

静　

雄 

様

松　

本　

澄　

恵 

様

筒　

井　

寿　

子 

様

仙　

頭　

哲　

夫 

様

☆
喜
寿
（
10
件
）

９
月　

宇　

賀　
　
　

久 

様

山　

下　

美
恵
子 

様

池　

上　
　
　

旭 

様

公　

文　

武　

子 

様

明　

石　

嘉　

明 

様

澤　

田　

祐　

子 

様

10
月　

藤　

岡　

博　

子 

様

山　

本　

浪　

子 
様

11
月　

高　

橋　

正　

尚 
様

お
祝
い

☆
米
寿
（
８
件
）

10
月　

大　

崎　

敦　

子 
様

11
月　

畦　

地　

美　

津 

様

角　

田　

佳　

資 

様

亀　

井　

謹　

衛 

様

上　

村　

千
鶴
恵 

様

武　

﨑　

一　

夫 

様

神　

原　

文　

恵 

様

横　

山　

静　

江 

様

杉　

本　

永　

恵 

様

市　

川　

喜
美
雄 

様

川　

﨑　

高　

子 

様

中　

平　

豊　

美 

様

山　

下　

俊　

一 

様

池　
　
　

暁　

子 

様

平　

林　

正　

行 

様

細　

木　

政　

範 

様

11
月　

山　

﨑　
　
　

斉 

様

山　

本　

秋
次
郎 

様

高　

橋　

次　

男 

様

中　

平　

満　

雄 

様

★
配
偶
者
死
亡
（
２
件
）

10
月　

福　

留　

従　

子 

様

市　

川　

初　

子 

様

弘　

田　

篤　

範 

様

仙　

頭　

渥　

子 

様

澤　

田　

淳　

一 

様

お
悔
み

★
本
人
死
亡
（
14
件
）

９
月　

都　

築　

義　

彦 

様

伊
野
部　

誠　

喜 

様

10
月　

中　

野　

泰　

裕 

様

宮　

尾　

恵　

子 

様

お
祝
い

☆
金
婚
（
10
件
）

　

10
月　

高　

砂　
　
　

博 

様

山　

﨑　

公　

平 

様

谷　
　
　

律　

枝 

様

一　

柳　

久
寿
猪 

様

有　

井　

恵　

子 

様

11
月　

石　

元　

充　

子 

様

中　

村　

梅　

子 

様

◇
交
通
災
害
共
済
（
５
件
）

　

10
月　

17
万
６
，５
０
０
円

　

11
月　

67
万
２
，０
０
０
円

◇
生
命
共
済
（
２
件
）

　

11
月　
４
０
０
万
円

◇
火
災
共
済
（
７
件
）

　

10
月　
８
万
２
，２
２
５
円　

　

11
月　
１
２
９
万
８
，０
０
０
円

起
承
転
結
に
沿
っ
て
校
正
す
る

こ
と
な
ど
解
説
が
あ
り
、
結
び

は
、
高
齢
者
の
脳
ト
レ
に
最
適

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
書
き
写

し
を
始
め
て
二
年
。
上
達
の
兆

し
が
見
え
て
こ
な
い
の
が

ち
ょ
っ
と
残
念
で
す
が
。

　

コ
ラ
ム
と
言
え
ば
、
朝

日
新
聞
の
「
天
声
人
語
」

や
読
売
新
聞
の
「
編
集
手

帳
」
な
ど
が
代
表
と
言
わ

れ
ま
す
が
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

本
部
機
関
紙
の
「
す
る
が

台
」
も
親
近
感
の
あ
る
コ

ラ
ム
で
す
。
社
説
は
床
の

間
、
コ
ラ
ム
は
縁
側
の
例
え
を

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
日
の
さ
す
温
か
み
の
あ
る
」

縁
側
の
文
章
を
書
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。〈
関
田
啓
二
〉

　

私
が
高
知
新
聞
の
コ
ラ
ム

「
小
社
会
」
と
出
会
っ
た
の
は

二
年
前
。
高
知
の
中
学
校
で
教

材
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
書

か
れ
た
新
聞
社
の
懸
垂
幕
を
目

に
し
た
と
き
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
退
職
者
の
会

の
機
関
紙
「
通
信
」
の
編

集
に
携
わ
る
こ
と
に
な

り
、
自
分
に
書
け
る
の
か

不
安
に
思
い
、
ま
ず
中
学

の
教
材
を
調
べ
て
み
よ
う

と
書
店
へ
。「
小
社
会
書

き
写
し
ノ
ー
ト
」
を
買
っ

て
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
書
き

写
し
・
音
読
を
始
め
ま
し
た
。

教
材
は
、
限
ら
れ
た
字
数
で

日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
や
地
域
の
話

題
に
触
れ
、多
様
な
物
の
見
方
・

考
え
方
を
記
事
に
し
、文
章
は
、

共
済
等
支
払
状
況

あ
り
が
と
う
制
度

（
２
０
１
７
年
９
月
〜
11
月
）

支
部
協
慶
弔
制
度

（
２
０
１
７
年
９
月
〜
11
月
）

死
亡
時
に
事
務
局
へ

ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す

☎
８
２
１
・
３
８
０
０

☎
８
２
１
・
３
８
０
０

お
ね
が
い

お
ね
が
い

私とコラム私とコラム
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ら
ま
ん
じ
ゅ
う
。
道
行
く
人
々

は
押
し
合
い
圧
し
合
い
す
る
庭

嬉
し
い
つ
な
が
り

間
崎
登
美
恵

（
高
知
市
）

　

私
は
子
供
の
頃
か
ら
花
を
育

て
る
の
が
好
き
で
、
野
菜
畑
の

隅
に
こ
っ
そ
り
花
を
植
え
て
は

「
ま
た
こ
ん
な
も
の
を
」
と
祖

母
か
ら
お
小
言
を
も
ら
い
ま
し

た
。
で
も
切
り
花
を
飾
っ
た
り

し
ま
せ
ん
。
切
る
と
命
が
な
く

な
る
よ
う
で
、
花
が
根
を
張
る

よ
う
一
生
懸
命
世
話
を
し
ま

し
た
。

　

大
人
に
な
っ
て
も
切
り
花
は

好
き
に
な
れ
ず
、
花
屋
の
前
で

足
を
止
め
て
見
る
の
は
も
っ
ぱ

ら
鉢
花
。
日
曜
市
を
歩
い
て
も

他
の
物
に
は
目
も
く
れ
ず
、
つ

い
鉢
植
え
の
花
を
買
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

狭
い
家
の
庭
に
は
、
幾
種
類

も
の
木
々
が
茂
り
、柿
の
木
は
、

今
年
も
た
わ
わ
に
実
を
結
び
、

ご
近
所
へ
強
引
に
お
裾
分
け
し

ま
し
た
。（
味
が
良
い
の
で
喜

ば
れ
ま
す
。）

　

花
は
狭
い
棚
の
上
で
お
し
く

を
呆
気
に
と
ら
れ
て
見
て
い
る

の
か
、
安
ら
い
で
眺
め
て
い
る

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
し
ば

し
ば
足
を
止
め
て
下
さ
い
ま
す
。

　

赤
の
他
人
さ
ま
が
し
お
れ
た

花
を
目
に
し
て
、
隣
人
を
介
し

て
、
私
の
安
否
を
気
遣
っ
て
下

さ
っ
た
り
、「
こ
こ
に
は
な
い

よ
う
な
の
で
」
と
珍
し
い
花
が

届
い
た
り
と
、
嬉
し
い
人
の
つ

な
が
り
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
こ
の
歳
だ
か
ら
鉢
を
少

な
く
し
よ
う
と
心
掛
け
て
い
る

の
で
す
が…

な
か
な
か
減
り
そ

う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊

そ
れ
は
ま
こ
と
か
？

和
田
　
由
美

（
高
知
市
）

　

左
手
の
甲
の
皮
膚
を
右
手
で

高
く
つ
ま
み
、
孫
に
見
せ
る
。

「
ほ
ら
！
富
士
山
」
孫
は
喜
ん

で
自
分
も
や
っ
て
見
せ
る
が
、

張
り
の
あ
る
孫
の
手
で
は
う
ま

く
で
き
ず
近
所
の
な
ん
と
か
山

に
も
及
ば
な
い
。
が
っ
か
り
顔

の
孫
に
「
も
っ
と
も
っ
と
ず
っ

と
大
き
く
な
る
と
出
来
る
よ
う

に
な
る
か
ら
ね
」
と
優
し
く
自

慢
げ
に
言
う
私
。

　

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
美
容

院
の
オ
ー
ナ
ー
は
、「
皮
膚
細

胞
の
再
生
は
、
二
十
八
日
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
歳
が
行
く

と
年
齢
の
日
数
分
が
か
か
り
ま

す
。」
と
身
も
蓋
も
な
い
事
を

言
う
。「
な
に
！
そ
れ
は
ま
こ

と
か
？
」「
左
様
で
御
座
り
ま

す
。」
思
わ
ず
時
代
が
か
っ
た

言
い
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

肌
に
ハ
リ
と
弾
力
を
与
え
る
コ

ラ
ー
ゲ
ン
は
、
一
定
の
年
齢
を

ピ
ー
ク
に
減
少
す
る
と
の
こ
と
。

　

何
事
も
年
相
応
・
分
相
応
が

一
番
と
思
っ
て
は
い
る
も
の

の
、
骨
粗
鬆
症
に
も
影
響
が
あ

る
と
聞
く
し
、
物
は
試
し
と
、

某
メ
ー
カ
ー
の
「
○
○
コ
ラ
ー

ゲ
ン
」
を
買
っ
て
飲
む
こ
と
に

し
た
。

　

二
ヶ
月
が
経
過
。
そ
ろ
そ
ろ

効
果
が
表
れ
る
頃
か
と
、
ぢ
っ

と
手
を
見
る
。
う
ー
ん
、
特
に

変
わ
り
は
な
い
よ
う
だ
。
で
も

鳥
取
砂
丘
の
風
紋
の
よ
う
な
皺

が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
な
、
爪

の
縦
線
も
薄
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。…

自
分
は
底
抜
け

の
楽
天
家
か
。
も
う
少
し
続
け

て
み
よ
う
。か
っ
て
賢
人
は『
継

続
は
力
な
り
』『
信
じ
る
者
は

救
わ
れ
る
』
と
、
言
っ
た
で
は

な
い
か
。

ウィッティ
ー

ウィッティ
ー 誌面で伝える

あんなコト、
こんなコト…

誌面で伝える
あんなコト、
こんなコト…

「 挨 拶 で 笑 顔 に 」
　登校途中の小学生から「おはようございます」と声をかけられ、はっ
として「おはよう気をつけて行きよ」と言葉を返した。また横断歩道
の手前で止まってくれた車に渡り終えた後に車に向かってお辞儀をし
ている小学生。言葉は届かないが有難うと感謝の気持ちが、伝わった
はず。「おはよう・ありがとう」短くても心癒される言葉である。
　毎月第三木曜日を「あいさつで広がる土佐市のえがお」をスローガ
ンに小中学生を主に挨拶の日として取り組んでいる。

〈土佐市　森田　豊〉

「見えた・見えました！」
　肉眼で夜空を飛行する宇宙ステーションが見えるということで、日
時、方角、角度を記した一週間のスケジュー
ル表をもらいました。雨や曇りもあり、ま
た四～五分の間のことで、なかなか見つけ
ることができませんでしたが、やっと見え
ました！見えました！
　それは、夜空にまたたく星のように光な
がら北西から北へ、そして北東の空へと飛
行機よりも早いスピードで飛んでゆきました。
　そこに人がいると思うと久しぶりにワクワクする秋の夜でした。

〈四万十町　川上理恵〉

【 高 齢 化 チ ョ ン ボ ！ 2 0 1 7 】
□　ケータイで通話しながら、ケータイを探し
ていた。（ヤバい）
□　駐車場のコーンを、バンパーで押しながら
前進していた。（対向車が教えてくれた）
□　一方通行の路地を逆走 → 住民の人（○○
でなくてラッキー）に怒られた。
　イカン・イカン！　今年から、後期高齢者と呼ばれる領域に突入。
　「あわてず・ゆっくり・慎重に」が課題です。皆様、今年もお元気で…。

〈香美市　足達裕昭〉

所
感
・
雑
感

所
感
・
雑
感

会
員
投
稿
欄

会
員
投
稿
欄

投稿募集中！
◆ 近況や趣味・書評等々テーマは限定しませんが字数は
400字程度とします。

◆ 俳句・川柳・短歌等も載せたいと思います。

　編集委員や幹事から投稿依頼がありましたら、ご協力を
お願いします。
　もちろん、自主的投稿も大歓迎です。

投稿募集中！
◆ 近況や趣味・書評等々テーマは限定しませんが字数は
400字程度とします。

◆ 俳句・川柳・短歌等も載せたいと思います。

　編集委員や幹事から投稿依頼がありましたら、ご協力を
お願いします。
　もちろん、自主的投稿も大歓迎です。

投稿募集中！
◆ 近況や趣味・書評等々テーマは限定しませんが字数は
400字程度とします。

◆ 俳句・川柳・短歌等も載せたいと思います。

　編集委員や幹事から投稿依頼がありましたら、ご協力を
お願いします。
　もちろん、自主的投稿も大歓迎です。
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